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１．はじめに 
沖縄県の道路標識柱や照明柱等の道路附属物（以

下，附属物）は，過酷な腐食環境下に晒されている．

そのため，路面境界部の腐食劣化が進行しやすい環

境にあり，台風等の強風時に倒壊する恐れがある．

附属物の定期点検では，点検要領 1）の調査フローに

基づき路面境界部の掘削調査が実施される．しかし

ながら，掘削作業は規制を必要とする場合もあり，

多大な労力を要することから，非破壊検査技術をス

クリーニングとして活用した合理的な維持管理手法

の確立が期待されている． 
著者らは，沖縄県に設置されている附属物を対象

に非破壊調査と掘削調査を実施し，結果を比較する

ことで有効性を検証してきている 2-4）．本稿では，こ

れまで継続してきた調査に加え，新たな非破壊検査

技術の検証結果について報告する． 
２．対象とする非破壊検査技術 
本検証は，図-1 に示す「コロージョンドクター5）

（以下，超音波調査）」と図-3に示す「COLOPAT ス

キャン 6）（以下，磁気調査）」の 2 種類の非破壊検査

技術を対象とした．両技術ともに柱基部に端子を接

触させることで，掘削を行わずに路面境界部の腐食

を検知する技術である． 
超音波調査は，超音波底面エコー方式を用いて地

上部から超音波を入射し，腐食エコー（GL から

-40mm～-100mm）部の信号と支柱端部（ベースプレ

ート溶接部等）からの信号の強弱を比較することで，

路面境界部の腐食等による変状を図-2 に示す 3 段階

の色別判定にて評価する．路面境界部がコンクリー

トやアスファルトの施設についてはこれまでに十分

実績があり 2-4），精度が高く信頼性のある技術である． 
磁気調査は，強力な磁石を用いて支柱内に磁場を

発生させ，高感度センサーにより磁場のゆがみを検

知して，腐食状況を確認する．GL から 20mm 以上離

れた健全な部分で基準となるベースデータを測定し，

柱基部近傍に装置を合わせ，ターゲットデータを測

定する．得られたデータから COLOPAT 出力値を算

出し減肉を判定する（図-4）．腐食の場合は錆の体積

を捉え出力値がプラスとなり，孔食や凹みの場合は

出力値がマイナスとなる．本調査は減肉量を推定で

きるものの，あくまで腐食の度合いの推定であり，

推定最大減肉量は 0.5mm 以上の範囲での目安である． 
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図-1 検証機器及び調査イメージ（超音波調査） 

 

図-2 測定結果の判定指標（超音波調査）

 

図-3 検証機器及び調査イメージ（磁気調査） 

 

 

図-4 測定結果の判定指標（磁気調査） 
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３．非破壊調査の検証方法 
検証は路面境界部の腐食損傷が懸念された 6 施設

（道路標識 4 本，道路照明 2 本）を対象とし，非破

壊調査後に掘削調査を実施することで，非破壊調査

結果を検証した．なお，測定位置は 4 方向（90 度角）

とし，掘削調査では腐食程度を定量的に評価するた

め超音波板厚計を用いて残存板厚を計測し，健全部

の板厚と比較し減肉量を把握した．ただし，超音波

調査は路面境界部が土砂の場合は適用対象外となる

ため，「No.3～6」は調査を実施していない． 
４．調査結果及び検証結果 

各非破壊検査技術の調査結果と掘削調査結果の比

較を表-1に示す．「No.1」は両技術で「健全」の結果

が得られたため掘削調査は省略した．掘削調査の残

存板厚計測では，「No.5」で最大 1.5mm の減肉が生じ

ていた（写真-1）が，それ以外は「健全」であった． 
超音波調査結果については，掘削調査で健全であ

った「No.2」に対して，腐食の可能性が示唆される

赤判定であったが，これは地際部に生じたごく軽微

な腐食を捉えた可能性がある． 
磁気調査結果については，残存板厚調査結果と概

ね整合する結果が得られており，減肉量も安全側の

判定となっている．健全部で減肉有りの判定となっ

た要因としては，センサーユニット走行面に傷が多

数あったことや，腐食減肉までには至ってないが支

柱表面に生じた小さな不陸等を安全側に評価した可

能性がある．本調査は，センサーユニットを対象物

にバンドで固定し，円周方向に走査するだけで全周

のデータ取得が可能であり，素早くスクリーニング

することが可能であった．また，路面境界が土砂な

どのコンクリートやアスファルト以外の施設におい

ても適用可能であり，ポテンシャルの高い技術であ

ることが確認できた．今後のデータ蓄積によって，

推定減肉量の精度向上などが期待される． 
５．まとめ 
両技術ともに掘削調査による残存板厚計測結果に

対して安全側の結果が得られた．両技術ともに改善

点は挙げられるものの，活用対象を限定するなどの

うえ，スクリーニングとして活用することで掘削作

業の省力化が期待できる．今後も引き続き開発者と

連携しながらデータを蓄積することで，更なる検出

精度の向上や適用範囲の拡大等，合理的な維持管理

手法の確立を目指していきたい． 
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表-1 各調査結果対比表 

0度 90度 180度 270度 0度 90度 180度 270度

1 道路標識 30年 アスファルト 1.58 1.16 1.94 1.58 健全 無 - 0.0mm 未実施 未実施 未実施 未実施 - 腐食無し

2 道路標識 18年 コンクリート 3.27 3.99 4.09 3.06 腐食要試掘 有 310° 1.0mm 0.0mm 0.0mm 0.0mm 0.0mm 0.0mm 腐食有り
3 道路標識 15年 土砂 有 60°，320° 1.0mm 0.0mm 0.0mm 0.0mm 0.0mm 0.0mm 腐食(わずか)
4 道路標識 29年 土砂 無 - 0.0mm 0.0mm 0.0mm 0.0mm 0.0mm 0.0mm 腐食無し

5 道路照明 28年 土砂 有
0°～180°

270°～360°
2.5mm以上 1.2mm 1.1mm 0.1mm 1.5mm 1.5mm 腐食有り

6 道路照明 27年 土砂 有 225°，315° 1.0mm 0.0mm 0.0mm 0.0mm 0.0mm 0.0mm 腐食(わずか)
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写真-1 No.5 の減肉箇所 
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